
身
に
つ
き
ま
す
。

Ｃ　

難
易
度
順
に
解
く

　

易
し
い
問
題
か
ら
難
し
い
問
題
へ
と
解
い
て
も
ら
う

方
法
で
す
。
易
し
い
問
題
は
、
二
〇
一
六
・
二
〇
一

二
・
二
〇
〇
五
年
あ
た
り
で
す
。
反
対
に
難
し
い
問
題

は
、
二
〇
一
四
年
の
『
源
氏
物
語
』
で
す
。
こ
の
問
題

は
、
セ
ン
タ
ー
本
試
験
古
文
の
中
で
も
最
も
難
し
い
問

題
と
言
え
ま
す
。
こ
の
問
題
を
初
見
・
20
分
以
内
で
満

点
を
取
れ
る
生
徒
な
ら
、
相
当
な
実
力
を
持
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
。

　

過
去
問
を
解
か
せ
た
後
は
、
生
徒
に
次
の
手
順
で
指

導
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

⑴
　
自
分
の
誤
答
分
析

　

間
違
え
た
設
問
は
、
何
故
、
間
違
え
た
か
を
客
観
的

に
分
析
さ
せ
ま
す
。
大
体
、
次
の
三
点
が
失
点
の
原
因

で
す
。

Ａ　

文
法
・
単
語
の
知
識
の
欠
如

Ｂ　

主
語
・
客
語
の
読
み
取
り
の
間
違
い

Ｃ　

設
問
の
読
み
取
り
間
違
い

　

自
分
の
課
題
を
明
確
に
さ
せ
る
こ
と
で
、
得
点
力
向

上
の
契
機
に
な
り
ま
す
。

験
も
含
め
、
生
徒
に
模
試
の
受
験
を
促
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
ま
た
、
模
試
は
必
ず
復
習
し
て
、
弱
点
強

化
の
た
め
に
活
用
す
る
よ
う
に
助
言
し
ま
し
ょ
う
。

Ｃ　

先
生
と
生
徒
の
対
話
形
式

　

共
通
テ
ス
ト
の
最
後
の
設
問
で
出
題
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
内
容
一
致
で
す
の
で
、
正
確

に
読
め
て
い
れ
ば
、
正
答
で
き
ま
す
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
具
体
的
な
対
策
と
方
法
を
述
べ

ま
す
。
最
優
先
課
題
は
セ
ン
タ
ー
試
験
の
過
去
問
演
習

で
す
。
必
ず
、
本
試
験
か
ら
解
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
本

試
験
は
、
追
試
験
よ
り
良
問
で
す
。
本
試
験
を
解
か
せ

る
に
は
、
次
の
三
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ス
の

生
徒
の
学
力
差
や
他
教
科
・
他
科
目
と
の
兼
ね
合
い
に

も
注
意
し
て
、
ご
指
導
い
た
だ
く
と
よ
い
で
す
が
、
お

す
す
め
は
Ｂ
と
Ｃ
で
す
。

Ａ　

二
〇
二
〇
年
か
ら
古
い
問
題
に
遡
っ
て
解
く

Ｂ　

ジ
ャ
ン
ル
別
に
解
く

　

二
〇
二
〇
年
本
試
験
の
物
語
系
統
を
、
集
中
し
て
解

い
て
も
ら
う
方
法
で
す
。
平
安
時
代
の
出
典
に
限
ら
ず
、

鎌
倉
時
代
の
擬
古
物
語
も
含
み
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
話

題
の
本
文
を
読
解
す
る
こ
と
で
、
自
然
と
頻
出
話
題
も

　

共
通
テ
ス
ト
の
古
文
・
漢
文
で
す
が
、
問
わ
れ
る
内

容
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
形
式
の
変

化
は
少
し
あ
り
ま
す
が
、
内
容
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
制
限
時
間
内
に
正
確
に
読
め
れ
ば
、
高
得
点
を

取
れ
ま
す
。
従
来
通
り
、
高
校
で
の
授
業
で
対
応
で
き

ま
す
。
特
に
、
高
校
一
年
の
基
礎
項
目
が
土
台
に
な
り

ま
す
。

古
文
編

　

二
〇
一
七
年
、
二
〇
一
八
年
に
実
施
さ
れ
た
共
通
テ

ス
ト
試
行
調
査
は
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
す
。
次
の
三

点
が
主
な
特
色
で
す
。

Ａ　

本
文
が
難
し
い

　

二
回
と
も
、『
源
氏
物
語
』
が
題
材
で
し
た
の
で
、

出
典
の
難
易
度
が
高
い
で
す
。『
源
氏
物
語
』
が
出
題

さ
れ
て
も
読
解
で
き
る
実
力
を
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

セ
ン
タ
ー
試
験
の
本
試
験
過
去
問
の
難
易
度
の
高
い
問

題
を
解
か
せ
、
教
科
書
掲
載
の
古
文
を
読
ま
せ
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

Ｂ　

複
数
の
文
章
の
読
解

　

共
通
テ
ス
ト
模
試
の
受
験
が
最
善
策
で
す
。
校
内
受

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
向
け
て

―
新
傾
向
の
分
析
と
指
導
法
（
古
文
・
漢
文
編
）―
　
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
講
師
　
志
麻
田
　
英
義
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を
読
む
と
良
い
で
す
。
内
容
も
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
面

白
い
か
ら
で
す
。
読
解
力
を
底
上
げ
す
る
に
は
、
や
は

り
読
む
量
を
増
や
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
設
問
は
、

解
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
セ
ン
タ
ー
本
試
験
の
過
去

問
を
解
く
の
と
並
行
し
て
、
東
京
大
学
の
漢
文
の
本
文

も
読
ん
で
い
く
の
が
共
通
テ
ス
ト
漢
文
対
策
の
要
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
、
過
去
問
の
有
効
性
を
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、

追
試
験
に
つ
い
て
も
、
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

追
試
験
を
解
く
必
要
性
は
低
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
本

試
験
の
方
が
緻
密
に
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
追
試

験
は
本
試
験
よ
り
若
干
、
問
題
の
質
が
低
い
時
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
難
易
度
も
高
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

た
だ
し
、
本
試
験
を
全
て
解
い
た
生
徒
に
対
し
て
は
、

二
〇
二
〇
年
か
ら
二
〇
一
六
年
の
追
試
験
を
解
か
せ
る

の
も
良
い
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
も
、
他
教
科
・
他
科
目
、

配
点
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
、
生
徒
に
有
益
な
助
言
を
与

え
て
あ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
過
去
問
こ
そ
が
最
高

の
予
想
問
題
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
実
際
に
解
い
た
生

徒
に
は
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

共
通
テ
ス
ト
古
文
・
漢
文
に
関
し
て
、
具
体
的
な
対

策
方
法
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
但
し
、
学
習
法
に
は
、

万
人
に
合
う
絶
対
的
な
も
の
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
現
場

の
各
先
生
方
の
試
行
錯
誤
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
を
大
事

に
し
て
い
た
だ
き
、
本
稿
が
少
し
で
も
ヒ
ン
ト
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。
健
康
に
留
意
し
、
生
徒
と
共
に
、
共
通

テ
ス
ト
を
乗
り
き
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
共
通
テ
ス
ト
模
試
を
受
験
さ
せ
、
形
式
に
慣

れ
さ
せ
る
こ
と
も
効
果
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
対
話
形
式

の
問
題
も
同
様
で
す
。
生
徒
に
は
、
本
文
を
正
し
く
読

め
る
よ
う
に
導
い
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

漢
文
の
対
策
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
、
セ
ン
タ
ー
本

試
験
の
過
去
問
を
解
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
15
分
以

内
に
解
か
せ
ま
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
現
代
文
二
問
に

時
間
を
か
け
る
べ
き
だ
か
ら
で
す
。
漢
文
は
、
二
〇
二

〇
年
か
ら
一
九
九
七
年
ま
で
の
本
試
験
が
良
問
で
す
。

古
文
に
比
べ
て
、
難
易
度
の
差
は
少
な
い
と
言
え
ま
す
。

二
〇
一
四
年
本
試
験
が
、
最
も
難
し
い
で
し
ょ
う
。
こ

の
問
題
を
、
初
見
・
15
分
以
内
に
解
い
て
満
点
な
ら
ば
、

相
当
の
実
力
の
持
ち
主
で
す
。
一
方
、
二
〇
〇
六
年
本

試
験
は
、
最
も
易
し
い
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
漢
文
が

本
当
に
苦
手
な
生
徒
に
は
、
こ
の
本
試
験
を
解
い
て
も

ら
う
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

過
去
問
を
解
か
せ
た
後
も
、
古
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

漢
文
は
、
古
文
に
比
べ
て
、
本
文
も
短
く
、
読
み
易
い

で
す
。
そ
の
た
め
、
復
習
は
最
低
限
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。

本
文
中
の
句
法
や
単
語
を
、
本
文
を
音
読
し
つ
つ
、
意

味
を
取
り
な
が
ら
記
憶
し
て
い
く
の
が
最
重
要
で
す
。

句
法
の
量
も
少
な
く
、
記
憶
す
る
の
に
そ
ん
な
に
時
間

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
読
み
方
と
意
味
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、

正
確
に
覚
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

漢
文
の
学
習
時
間
は
、
多
く
は
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

漢
文
の
文
章
そ
の
も
の
を
読
む
機
会
も
少
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
こ
で
、
大
学
入
試
問
題
の
過
去
問
の
本
文
を
読

む
こ
と
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
東
京
大
学
の
漢
文

⑵
　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

　

次
に
、
学
校
の
教
科
書
・
副
読
本
に
戻
り
、
文
法
・

単
語
等
を
復
習
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
主
語
判
定
に

は
、
絶
対
的
な
公
式
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
敬

語
が
目
安
に
な
る
時
も
あ
り
ま
す
。
主
語
判
定
が
で
き

な
い
原
因
の
一
つ
は
、
そ
も
そ
も
敬
語
の
単
語
の
記
憶

が
曖
昧
だ
か
ら
で
す
。

⑶
　
本
文
を
読
む

　

⑴
・
⑵
を
も
と
に
、
再
度
、
本
文
を
読
ん
で
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。
一
度
解
い
た
問
題
は
、
原
則
、
再
度
解

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
解
い
た
時
点
で
、

本
文
内
容
が
既
知
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
本
番
で
は
、
初
見
の
文
章
へ
の
対
応
力
が
問

わ
れ
ま
す
。
但
し
、
本
文
を
読
み
、
復
習
す
る
の
は
、

文
法
・
単
語
を
本
文
中
で
確
認
で
き
、
読
解
力
も
上
が

る
の
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

漢
文
編

　

二
〇
二
〇
年
セ
ン
タ
ー
本
試
験
で
図
が
出
題
さ
れ
ま

し
た
が
、
本
文
が
正
確
に
読
め
て
い
れ
ば
、
容
易
に
正

解
で
き
ま
し
た
。
複
数
の
文
章
の
読
解
は
、
二
回
の
共

通
テ
ス
ト
試
行
調
査
が
活
用
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

「
太
公
望
」
や
「
朝
三0

暮
四0

」（「
朝
令
暮
改
」
で
は
な

い
）
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
る
と
解
き
易
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
二
〇
一
八
年
の
試
行
調
査
で
は
、
文
章
Ⅰ
で

「
現
代
語
訳
」
が
先
に
提
示
さ
れ
て
い
た
の
で
、
文
章

Ⅱ
は
、
文
章
Ⅰ
を
参
照
す
れ
ば
早
く
解
け
た
と
思
い
ま

す
。
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